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倉吉商工会議所企業景況調査報告書（平成２１年７～９月） 
 

調査対象企業 倉吉市内の商工会議所会員企業 １００社 

 （建設業22 社、製造業20 社、卸売業10 社、小売業22 社、サービス業18 社、その他８社） 

調 査 方 法 各事業所を職員が直接訪問し、聞き取り又は依頼後調査票回収による。 

調 査 時 期 平成２１年１０月の約１ヶ月間 

回 収 状 況 89 社（回収率89.0％） ※前回（1～3 月）88 社（回収率88.0％） 

調査結果概要 

 

＜今期の状況＞☆業況判断はマイナス幅拡大、当地域では下げ止まり感の見えない厳しい状況。 
 前年同期比では、自社の業況判断▲５１．７ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比-５．８ﾎﾟｲﾝﾄ）となり、全体的にマイナス幅拡大の動き

が見られた。内訳を見ると、卸売業が▲７７．８ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比－３５.０ﾎﾟｲﾝﾄ）と大きく落ち込み、マイナス幅の縮小

が見られたのはサービス業のみであった。 

売上高の項目についても同様に、製造業・サービス業等でマイナス幅が縮小したのに対し、卸売業では▲８８．

９ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比-７６．４ﾎﾟｲﾝﾄ）と落ち込みが顕著に表れた。 

借入難度については全体的に若干改善傾向が見られるが、売上単価の低下に歯止めがかからず、資金繰り

も依然として困難な状況である。 

中小企業金融円滑化法案（仮称）への期待等、行政への要望もコメントで寄せられている。 

 

＜来期の見通し＞☆マイナス幅が若干拡大し、更なる悪化を予想。 
来期（１０～１２月）見通しでは、自社の業況判断▲３９．１ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比-５．０ﾎﾟｲﾝﾄ）となり、マイナス幅拡大予

想となり、引き続き悪化見通しの比率は大きい。内訳を見ると全体的にマイナス幅の数値は横ばいであるが、

卸売業では今期の悪化を受け、▲５５．６ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比－４１．３ﾎﾟｲﾝﾄ）と、大きく悪化予想が出ている。 
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当地域の業況は依然として厳しく、下げ止まり感の見えない厳しい状況である。 

全業種の業況判断で、前年同期比の好転から悪化を引いたＤＩ値は、全体的にマイナス幅拡大の動き

を見せ、来期見通しでもマイナス幅が拡大し、更なる悪化予想との結果が出ている。 

業種別に見ると、卸売業で大きく悪化しており、売上高については昨期に比し大きくマイナスに振れて

いる。 

また、来期の見通しでもマイナス幅拡大の予想が出ており、今期大きく悪化を示した卸売業では来期

への不安も拡大する結果となった。 
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質問２ ⅎ Қҩ҇ӎ ἆ ұ Α Ẫи ӕᾡ Β 
  上位に大きな変化は無く、「売上が増えない」が各業種とも上位を占めており、「消費・需要の停滞」も上位に

上がってきている。 
 

〔上位項目〕                                                   ώΑ Β Ҳ ᾡ  

分類 １ 位 ２ 位 ３ 位 

全業種 売上が増えない(51) 利益率が上がらない(40) 消費･需要の停滞(35) 

建設業 
売上が増えない(10) 

利益率が上がらない(10) 
同業者間による競争の激化(9) 

製造業  売上が増えない(11) 利益率が上がらない(10) 消費･需要の停滞(6) 

卸売業 売上が増えない(7) 利益率が上がらない(4) 大手の進出による競争の激化(3) 

小売業 
売上が増えない(9) 

消費･需要の停滞(9) 
同業者間による競争の激化(7) 

サービス業 消費･需要の停滞(10) 
売上が増えない(9) 

利益率が上がらない(9) 

その他業種 売上が増えない(5) 
利益率が上がらない(3) 
消費･需要の停滞(3) 

 

 

質問３ Α Β ӄҩ҇ӎΑ҇ҒΒ ἆᾬ Α Ẫи ӕᾡ Β 
 相変わらず「売上高増加策」と「利益率向上策」「経費削減策」に傾注するという回答が上位を占めている。 

 

〔上位項目〕                                                    ώΑ Β Ҳ  

分類 １ 位 ２ 位 ３ 位 

全業種 売上高増加策(62) 利益率向上策(45) 経費削減策(37) 

建設業 利益率向上策(14) 売上高増加策(11) 経費削減策(8) 

製造業 売上高増加策(12) 経費削減策(11) 利益率向上策(7) 

卸売業 売上高増加策(7) 利益率向上策(4) 
経費削減策(3) 

人材育成策(3) 

小売業 売上高増加策(13) 利益率向上策(10) 市場競争力強化策(8) 

サービス業 売上高増加策(14) 利益率向上策(7) 経費削減策(4) 

その他の業種 売上高増加策(5) 経費削減策(4) 
利益率向上策(3) 

人材育成策(3) 
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質問４ Ҡұ Α ͞ẳ ⇔ Β 
 

＜建設業＞ 
・今のチャンス（人材育成）を活かさなければと思うのだが、ただあせるだけである。 
 
・まだまだ建設業は厳しく、先が見えません。 
 
・企業からの要望に対する答えとして、具体的な解決策があったなら会員企業に広く 

周知させて欲しい。 
 
・建築業への恩恵はわずかかもしれませんが、若者定住促進策として、市有地を抽選にて安価で 
 販売する等の企画を組んでみてはどうでしょう。 
 
・市の公共工事の減少、安価受注の中、無駄な市長選で何千万円も使う・・。 

また工事の減少ですね。 

 
＜製造業＞ 
・売上高は前年並みだが、数量的には減少しているため、来期はやや悪化のように思えます。 
 
・ネットビジネスに押されて、印刷業は経営困難な会社がほとんどです。 
 直受注ではなく、大半が印刷業者からの依頼です。 
競争激化のあおりを受けて、単価が上がりません。 

 
＜卸売業＞ 
・建築業関係も法律を緩めて、建てやすい環境を作らないと景気は良くならないと思います。 
 
＜小売業＞ 

・中部は一つにまとまることが第一です。 
 農業祭の大規模催し（収穫祭や食の祭典）を年２～４回やってはどうか。 
 （会場はＪＡ、未来中心、文化会館等） 

 
・消費行動に結びつく対策。 
 
・建設業を中心に地場産業が力を失いつつある中、もっと金融関係各位は金利、元本の凍結、 
 一本化等、積極的に取組んで欲しい。 
 
・消費、需要の停滞がヒシヒシと感ぜられます。身を引き締めて接客しなくてはとの思いを深く 

しています。民主党が政権を取り、節約ムードが高まっております。 
当分好景気は望めません。腰を据えて、周りを良く見て商売していこうと思っております。 

 

・県の電子入札のあり方について見直しを要望したい。 
 中部地域内の県の出先機関の受注が困難になっている現状を変えるため、電子入札にかかる 
 基準金額を\200,000（現在）⇒\1,000,000 にアップするような要望は出せないであろうか。 
 商工会議所の商業部会で検討していただきたい。 
 
・業界として電子入札の再考をお願いしたい。競争が激し過ぎ、適正な利益が確保できず、 
 若い人材（特に高校生）を県外に出してしまっている。 
 さらなる人口減が経済環境を小さくしている。 
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＜サービス業＞ 

・ＴＶニュース、新聞等で景況や新型インフル等、過剰報道の部分があり、ますますお金を使う 
 ことを控える傾向にあるのではないでしょうか。 
 今検討されている、小規模事業所の返済（元金等）を遅らせる施策もぜひやって欲しい。 
 

・景気動向については昨年同様あまり変化がない。 
 金融については現在借入の必要がないため、金融機関の対応は不明。 
 しかし、今後資金調達が必要になった場合、収益面・年齢面で難しいと思う。 
 
・景気の回復を待っている間に、新型インフルエンザの発生で旅行業はダブルパンチを受けて 
 います。不要な外出は控えようと、国・県とが広報もしています。 
 大変な状況に追い込まれています。助成金制度等あれば教えて下さい。 
 
・先が見えない不安。 

 
＜その他＞ 
・依然として、テナントの売上が減少したまま。 
 景気対策、雇用対策を強く要望。 
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＜集計結果＞ 

 (    Diffusion Index  

【製造業・非製造業別】      

  イ．売上高 ロ．売上単価 ハ．資金繰り 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -43.8  -28.7  -40.9  -41.8  -32.6  -32.2  

製造業 -41.1  0.0  -11.7  -29.4  -29.4  -11.7  

非製造業 -44.5  -35.8  -47.9  -45.0  -33.3  -37.2  

       

  ニ．借入難度（含手形割引） ホ．収益状況（経常利益） ヘ．雇用人員（過剰・適正・不足） 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -13.6  -19.7  -34.1  -27.0  11.3  11.5  

製造業 -5.9  -5.9  -23.6  -6.2  29.4  23.6  

非製造業 -15.5  -23.2  -36.6  -31.9  7.0  8.5  

       

  ト．自社の業況判断     

  前年同期比 来期の見通し     

総合 -51.7  -39.1      

製造業 -64.7  -23.6      

非製造業 -48.7  -42.9      

       

【業種別】       

  イ．売上高 ロ．売上単価 ハ．資金繰り 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -43.8  -28.7  -40.9  -41.8  -32.6  -32.2  

建設業 -30.0  -15.0  -50.0  -50.0  -30.0  -35.0  

製造業 -41.1  0.0  -11.7  -29.4  -29.4  -11.7  

卸売業 -88.9  -55.6  -55.6  -44.4  -11.1  -33.3  

小売業 -35.0  -27.7  -45.0  -50.0  -50.0  -44.4  

サービス業 -40.0  -66.6  -46.7  -33.3  -40.0  -33.3  

その他 -62.5  -25.0  -42.9  -42.9  -12.5  -37.5  

非製造業 -44.5  -35.8  -47.9  -45.0  -33.3  -37.2  

       

  ニ．借入難度（含手形割引） ホ．収益状況（経常利益） ヘ．雇用人員（過剰・適正・不足） 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -13.6  -19.7  -34.1  -27.0  11.3  11.5  

建設業 -10.0  -10.0  -26.3  -20.0  0.0  5.0  

製造業 -5.9  -5.9  -23.6  -6.2  29.4  23.6  

卸売業 0.0  -22.2  -55.6  -55.6  25.0  0.0  

小売業 -25.0  -27.7  -20.0  -33.3  25.0  16.7  

サービス業 -21.5  -35.7  -53.3  -35.7  0.0  20.0  

その他 -12.5  -25.0  -50.0  -25.0  -13.3  -6.6  

非製造業 -15.5  -23.2  -36.6  -31.9  7.0  8.5  

       

  ト．自社の業況判断     

  前年同期比 来期の見通し     

全業種 -51.7  -39.1      

建設業 -35.0  -30.0      

製造業 -64.7  -23.6      

卸売業 -77.8  -55.6      

小売業 -45.0  -33.3      

サービス業 -53.3  -60.0      

その他 -26.6  -26.6      

非製造業 -48.7  -42.9      
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質問２ ⅎ Қҩ҇ӎ ἆ ұ
01 大手（大企業・大型店等）の進出による競争の激化        14 熟練技術者・技能者の確保難 

02 同業者の進出･新規参入業者の増加による競争の激化（大    15 外注・下請け単価の上昇 

手以外）                                                16 外注・下請け業者の確保難 

03 既存同業者間による競争の激化                         17 金利負担の増加 

04 店舗･工場（生産設備）・倉庫の不足・老朽化               18 事業資金の借入難 

05 店舗･工場（生産設備）・倉庫の過剰                      19 新分野進出等新規事業展開について 

06 在庫(商品･製品等)の過剰                              20 売上が増えない 

07 人件費等の経費の増加                                21 合理化が進まない 

08 販売単価(商品･製品等)､受注単価の低下･上昇難          22 利益率が上がらない 

09 仕入価格の上昇(商品･原材料等)                        23 原材料不足 

10 消費･需要の停滞(民間・官公庁)                         24 代金回収条件悪化 

11 消費者(製品)ニｰズの変化への対応                      25 資金繰困難 

12 過剰労働力                                          26 その他：具体的に（          ） 

13 従業員の不足･確保 
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質問３ Α Β ӄҩ҇ӎΑ҇ҒΒ ἆ  

01 売上高増加策（販売高、製品出荷高、完成工事高等）       08 利益率向上策 

02 販売単価上昇策                09 在庫調整策 

03 市場競争力強化策                             10 仕入単価圧縮策 

04 適正な生産（販売）設備配置策                           11 人材育成策 

05 適正人員確保策（雇用、整理）                        12 広告宣伝強化策 

06 経費削減策                                  13 新商品、新製品開発 

07 資金繰円滑化策（金融）                           14 新分野事業展開 

                                              15 その他：具体的 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
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業況判断ＤＩの推移 
 

＜業種別＞ 

 

 

 1 2 3 4 5 6 

  H20 年 4～6 月 H20 年 7～9 月 H20 年 10～12 月 H21年1～3月 H21 年 4～6 月 H21 年 7～9 月 

全業種 -51.1  -63.5  -62.1  -65.1  -53.8  - 51.7  

建設業 -42.1  -58.8  -57.9  -44.5  -30.0  - 35.0  

製造業 -55.6  -50.0  -63.1  -88.2  -78.9  - 64.7  

卸売業 -88.9  -87.5  -88.9  -70.0  -44.5  - 77.8  

小売業 -47.6  -85.7  -55.0  -70.0  -57.2  - 45.0  

サービス業 -50.0  -50.0  -69.2  -50.0  -53.4  - 53.3  

その他 -12.5  -21.5  -23.1  -33.4  -26.7  - 26.6  

 

 

”   

＜業種別＞ 

 

 

 

  

- 51.1 

- 63.5 - 62.1 - 65.1 

- 53.8 - 51.7 

- 42.1 

- 58.8 - 57.9 

- 44.5 

- 30.0 
- 35.0 

- 55.6 
- 50.0 

- 63.1 

- 88.2 

- 78.9 

- 64.7 

- 88.9 - 87.5 - 88.9 

- 70.0 

- 44.5 

- 77.8 

- 47.6 

- 85.7 

- 55.0 

- 70.0 

- 57.2 

- 45.0 
- 50.0 - 50.0 

- 69.2 

- 50.0 
- 53.4 - 53.3 

- 12.5 

- 21.5 - 23.1 

- 33.4 
- 26.7 - 26.6 

- 100.0 

- 80.0 

- 60.0 

- 40.0 

- 20.0 

0.0 

1 2 3 4 5 6

- 58.4 
- 54.7 - 53.6 

- 72.5 

- 37.8 - 39.1 

- 68.4 

- 41.2 

- 50.0 

- 66.7 

- 17.6 

- 30.0 

- 72.2 

- 50.0 

- 33.3 

- 88.2 

- 33.3 

- 23.6 

- 44.5 
- 37.5 

- 88.9 

- 77.8 

- 25.0 

- 55.6 - 55.0 

- 85.0 

- 52.6 

- 83.3 

- 61.1 

- 33.3 
- 37.5 

- 50.0 

- 61.5 

- 50.0 - 46.6 

- 60.0 

- 31.3 

- 21.4 

- 30.8 
- 25.0 

- 13.3 

- 26.6 

- 100.0 

- 80.0 

- 60.0 

- 40.0 

- 20.0 

0.0 

1 2 3 4 5 6

 

1 2 3 4 5  6  

  H20 年 7～9 月 H20 年 10～12 月 H21年1～3月 H21 年 4～6 月 H21年7～9月 H21 年 10～12 月 

全業種 -58.4  -54.7  -53.6  -72.5  -37.8  -39.1  

建設業 -68.4  -41.2  -50.0  -66.7  -17.6  -30.0  

製造業 -72.2  -50.0  -33.3  -88.2  -33.3  -23.6  

卸売業 -44.5  -37.5  -88.9  -77.8  -25.0  -55.6  

小売業 -55.0  -85.0  -52.6  -83.3  -61.1  -33.3  

サービス業 -37.5  -50.0  -61.5  -50.0  -46.6  -60.0  

その他 -31.3  -21.4  -30.8  -25.0  -13.3  -26.6  
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○秘                      倉吉商工会議所企業景況調査票 
（平成2１年７月～９月期）） 

調査元：倉吉商工会議所（TEL22-2191/ＦＡＸ２２－２１９３） 

事業所名  ご担当者名  記入日 ．  ． 

業種（必須）  従業員数  ＴＥＬ  

※ＦＡＸ等でご回答の場合は、①事業所名②ご担当者名③ＴＥＬの記載については空白のままでも結構です。 

 
＜質問１＞ 前年同期と比較した今期の状況と、今期と比較した来期の見通しについてお尋ねします。該当する番号に○印をお付けください。 

項       目 
今期（21 年７月～９月）の状況 来期（21 年１０月～１２月）の見通し 

前年同期（20 年７～９月）と比べて ②今期と比べた来期の見通し 

イ. 売上高(完成工事高･請負工事高等) 1.増加  2.やや増加 3.不変 4.やや減少  5.減少 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ロ. 売上単価(商品･加工･受注単価等) 1.上昇  2.やや上昇 3.不変 4.やや低下  5.低下 1.上昇  2.やや上昇 3.不変 4.やや低下  5.低下 

ハ. 資金繰り 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ニ. 借入難度(含手形割引) 1.容易  2.やや容易 3.不変 4.やや困難  5.困難 1.容易  2.やや容易 3.不変 4.やや困難  5.困難 

ホ. 収益状況(経常利益) 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ヘ．雇用人員（人手） 1.過剰  2.やや過剰 3.適正 4.やや不足  5.不足 1.過剰  2.やや過剰 3.適正 4.やや不足  5.不足 

ト. 貴社の業況判断 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

 

 ＜質問 2＞ 今期直面している経営上の問題点について、重要度の高い順に該当する番号を回答欄へご記入ください。 

01 大手（大企業・大型店等）の進出による競争の激化 

02 同業者の進出･新規参入業者の増加による競争の激化

（大手以外） 

03 既存同業者間による競争の激化 

04 店舗･工場（生産設備）・倉庫の不足･老朽化 

05 店舗･工場（生産設備）・倉庫の過剰 

06 在庫(商品･製品等)の過剰 

07 人件費等経費の増加 

08 販売単価(商品･製品等)､受注単価の低下･上昇難 

09 仕入価格の上昇(商品･原材料等) 

10 消費･需要の停滞(民間・官公庁) 

11 消費者(製品)ニｰズの変化への対応 

12 過剰労働力 

13 従業員の不足･確保難 

 

14 熟練技術者・技能者の確保難 

15 外注・下請け単価の上昇 

16 外注・下請け業者の確保難 

17 金利負担の増加 

18 事業資金の借入難 

19 新分野進出等新規事業展開について 

20 売上が増えない 

21 合理化が進まない 

22 利益率が上がらない 

23 原材料不足 

24 代金回収条件悪化 

25 資金繰困難 

26 その他：具体的に   

(                   ) 

 回答欄 

１

位 

 

２

位 

 

３

位 

 

 

 

 

 

＜質問 3＞ 貴社が現在（今後）進めている（いく）経営改善対策について、重要なものから順に該当する番号を回答欄へご記入ください。 

01 売上高増加策（販売高、製品出荷高、完成工事高等） 

02 販売単価上昇策 

03 市場競争力強化策 

04 適正な生産（販売）設備配置策 

05 適正人員確保策（雇用、整理） 

06 経費削減策 

07 資金繰円滑化策（金融） 

08 利益率向上策 

09 在庫調整策 

10 仕入単価圧縮策 

11 人材育成策 

12 広告宣伝強化策 

13 新商品、新製品開発 

14 新分野事業展開 

15 その他：具体的に 

（            ） 

 回答欄 

１

位 

 

２

位 

 

３

位 

 

 

 

＜質問 4＞ その他（貴社又は業界の景気動向並びに財政・金融政策等に対する要望、その他ご意見） 

 

ご協力ありがとうございました。 


